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研究成果の概要（和文）：本研究では、若者支援の「個人化」の中で、「場をつくる」若者支援の教育的価値の
解明と、そのために必要な専門性と専門性を育てる環境の明確化を目的とし、国内4カ所、並びにイギリス、フ
ィンランド、デンマークのフィールドにて、ヒアリング・訪問調査を実施した。
調査と討議を通じて、「場をつくる」若者支援の教育的価値を明らかにし、「場をつくる」若者支援の専門性を
育成する手法として、＜Storytelling（実践の語り）からDocumentation（実践記録）へ＞という仮説モデルを
抽出し、その問題提起のために国際学会における報告、電子書籍『若者支援の場をつくる』の刊行、国内におけ
る国際セミナーを開催した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the pedagogical value of youth work 
which "creates a place" in the "individualization" of youth support, and to clarify the 
professionalism and environment that fosters the professionalism. Interviews and visits were 
conducted at four organisation in Japan, as well as in fields in the United Kingdom, Finland and 
Denmark.
The output of this study is to derive a model of ‘Storytelling to Documentation’ as a method to 
clarify the pedagogical value of "creating a place" youth work, and to develop the professionalism 
of the work. In order to raise the issue, a report was held at an international conference, an 
e-book "Creating a place for youth work" was published, and an international seminar was held in 
Japan.

研究分野： 教育学

キーワード： 若者支援　ユースワーク（Youth Work)　場づくり　日欧比較　ストーリーテリング（Storytelling）　
ドキュメンテーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
若者支援実践では、ともすれば、若者個人への支援やその結果としての変化を着目しがちであるが、本研究で
は、人の育ちにおける‘関係性と場（環境）’の意味に着目し、‘場をつくる’若者支援というアプローチを設
定したことに第一の意義がある。
加えて、研究を通じて、＜Storytelling（実践の語り）からDocumentation（実践記録）へ＞という仮説的モデ
ルを導出し、‘場をつくる’若者支援の教育的価値を社会的に明示すると同時に、実践者の専門性を育成する手
法を提示したことが第二の意義である。この仮説モデルの有効性は、本科研に引き続き採択された次期科研にお
いて国内外で検証を行う予定である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
  
近年の先進諸国における若者支援をめぐる動向には、支援手法の「個人化」志向がある。 

1990 年代以降、日本を含む先進諸国では共通して、若者の学校から社会への移行過程の困
難化が進行し、「ニート」「フリーター」「若年失業」といった現象への社会的関心が集まり、
それに対する支援施策やスキームも台頭した。これに伴い多くの国・地域では、「困難な若
者」への支援政策の台頭により、「（すべての若者を対象とした）ユニバーサル」型と呼ばれ
る支援から「（困難な若者を対象とした）ターゲット」型と呼ばれる支援へと、若者支援手
法の変容がもたらされる。例えばヨーロッパでは、1960 年代の福祉国家形成過程で、ユー
スワーク（Youth Work）と呼ばれる「すべての若者」を対象とし、ユースセンターと呼ばれ
る地域の居場所づくりとグループワークを重視した活動が制度化したが、「困難な若者」へ
の関心の焦点化は、カウンセリング、トレーニング、インフォメーション、ソーシャル・ス
キルといった個人志向の支援手法の台頭と、ソーシャル・スキルや就業力など、個々人の力
量形成への関心のシフトを生み出していった。 
本研究が着目するのは、国内外を問わず、ユースワークなど「ユニバーサルな」若者支援

の現場では、従来、関係性と「場」を重視した実践が取り組まれており、その手法が「困難
な」若者への支援としても、ユニバーサルに通用力があると認識されていること、それゆえ
若者支援の個人化シフトや、それに伴う自分たちの実践を支えてきた諸条件の再編に、危機
意識を共有している点である。本研究では、こうした背景認識に立って研究を起案した。 
この着想は、2012-2015 年度の科学研究費助成金研究（基盤研究（B）「若者支援政策の評

価枠組み構築に向けた日欧比較研究～「社会的教育学」援用の可能性」）で得られた知見に
ある。 
上記研究では、国内外約 30 名の研究グループにて、国内（札幌、東京、京都）・国外（フ

ィンランド、デンマーク、イギリス）計 10 回のワークショップ、セミナー開催を通して以
下の知見を得た。 

(1) 若者支援政策の評価枠組みとして、支援の入口（対応者数など）、出口（就職者数な
ど）の「数値評価」が採られる趨勢にあるが、欧州ではヘルシンキ市のピア・アセスメント
など、「場とプロセス」に焦点をあてた評価手法が開発されてきており、その意義を検証す
る必要がある。 

(2) 事業の評価は、若者支援実践の公共性を担保すると同時に、現場で実践をふりかえり
専門性を深化する機会にもなりうる。イギリスでは「場をつくる」若者支援の危機意識から、
Story Telling Workshop などの手法が開発されてきており、その内実を検証する必要がある。 

(3) 「場とプロセス」を重視するユースワークの発達には、同業者団体、実践者コミュニ
ティの存在が深くかかわっており、それらが内部における専門性育成と、外部に向けた事業
の社会的正統性を担保する装置でもあるとの仮説を得、その役割や機能をさらに掘り下げ
る必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
 
近年の若者支援政策の基調が、ともすれば、若者個人への支援やその結果としての個々人

の力量変化に着目しがちであるなかで、本研究では、人の育ちにおける‘関係性と場（環境）’
の意味に着目し、‘場をつくる’若者支援というアプローチを設定、「場をつくる」若者支援
の教育的価値の明確化と、若者支援の「場をつくる」うえで不可欠な実践者の専門性とそれ
を育成する社会的条件・環境を明らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、これまでの研究で得られた日本における若者支援実践現場、欧州におけるユー
スワーク、social pedagogy 関係者を研究協力者とした、アクション・リサーチの手法で実
施した。 
調査フィールドは、国内では四カ所（さっぽろ青少年女性活動協会、NPO 文化学習協同ネ

ットワーク、エルムアカデミー、京都市ユースサービス協会）、国外については 3 カ国（イ
ギリス、フィンランド、デンマーク）を対象とし、イギリスについてはユースワーカーによ
る自主組織 In Defence of Youth Work 関係者（イングランド）、スコットランドのユースワ
ーク、CLD（Community Leaning Development）関係者、フィンランドではヘルシンキ市青



2 
 

年局関係者、デンマークについては social pedagogy 研究・実践団体を、それぞれ主たるイ
ンフォーマントとした。 
 研究の目的で示した問いを明らかにするために、日本を含む 4 カ国で以下の研究作業に
取り組んだ。 

(1) 場をつくる若者支援実践のユニバーサルな教育的価値の明確化 
若者支援の現場を当事者として経験した「困難」な若者たちからの場の意味を問うヒア 
リングと、場をつくる実践者（ワーカー）のヒアリングおよび実践記録の収集を通して、 
困難を負った若者も含めた若者の育成にとって、若者支援の「場と場づくり」が果たし 
てきた意味を明らかにすること。 

(2) 場をつくる若者支援実践を支える社会的条件の明確化 
欧州各国における実践者育成機関、同業者組織、労働組合、評価機関の訪問調査を通し
て、「場をつくる」若者支援実践を支える社会制度、システムなどの環境を明らかにす
ること。 

 
 
４．研究成果 
 
上記(1)に関して実施したヒアリングは以下の通りである。 
① 若者からのヒアリング 

国内：6 件  国外：イギリス 4 件  
（フィンランドについては調査準備を行ったが、コロナウイルス感染症の影響で中止） 

② 実践者（ワーカー）からのヒアリング 
国内：5 件  国外：イギリス 4 件、フィンランド 4 件 
 

上記(2)に関して実施した国外訪問調査は以下の図表の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
上記の研究を通して得られた成果としては、以下の 2 点を挙げられる。 
(1) 場をつくる若者支援実践のユニバーサルな教育的価値の明確化 

調査と討議を通じて、「場をつくる」若者支援の教育的価値の明確化に寄与し、「場をつ
くる」若者支援の専門性を育成する手法として、＜Storytelling（実践の語り）から
Documentation（実践記録）へ＞という仮説モデルを抽出した。 
このモデルでは、実践者の集う場において、実践者が自らの経験を通して「これが若者
支援（ユースワーク）だ This is youth work」と考える実践の story を、語りー聴き合う
（Storytelling）。そして、問われ聴き取られることでより明確化した story を、あらため
て実践者が描きー実践者が集う場において読み合う（Documentation）。綴られた
document は、その後、社会的に発信される。この一連のプロセスは、実践者が実践者
集団の中で自らの実践をふりかえる（reflection）ことで、その専門性を深化すると同時
に、実践者集団を育て、若者支援・ユースワークの教育的価値に関する共通認識を促す。
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それとともに、産み出された実践 story
の document の社会的発信は、社会に
おいて若者支援・ユースワークの教育
的価値の理解を広げ、実践者と社会の
コミュニケーションと信頼関係構築
の媒体となりうる。 
この仮説モデルを問題提起するた

めに、①国際学会（Transformative 
Youth Work International Conference 
開催地イギリス）における報告’How 
do we explore and present outcomes 
and significance of youth work?: 
Counter documentation of youth work 
as storytelling in Japan’（2018 年 9 月）
をおこない、②電子書籍『若者支援の

場をつくる』（Amazon Kindle）の刊行（2019 年 5 月）（下記）、③国内 3 カ所における国際
セミナー「イギリスのユースワーカーと考える、子ども・若者が育つ場づくり What is Youth 
Work？」の開催（2019 年 9 月）をおこなった。（下記） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2) 場をつくる若者支援実践を支える社会的条件・環境について、国内の学会（日本教育学

会第 78 回大会）において、「若者支援実践の専門性を支える社会的環境～欧州 3 カ国に
おける Youth Worker/Social Pedagogue をめぐる分析比較」として報告をおこなった。 
ここでは、フィンランド、スコットランド、デンマークの調査を通して、下記スライド
にあるように、諸機関の連関性・相補性・ネットワークが、若者支援実践の専門性を担
保する「環境」として機能すること、並びに、その「環境」のソフトとして、若者支援
の仕事の定義・規範の明確化と自己規律のシステムが存在することを指摘した。 
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＜Storytelling（実践の語り）から Documentation（実践記録）へ＞仮説モデルの有効性につ
いては、本科研に引き続き採択された次期科研において、国内外で検証を行う予定である。 
 

以上 
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